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「情報活用能力」の三つの観点を重視した新聞を活用する言語活動
―小学校５年生における年間指導計画―
１．本論の目的
　本論では，学習指導要領が求めている「情報活用能力」を育成する学習指導にお
ける新聞の情報を活用した言語活動の有効性について考察を行う。特に後ほど詳述
する，Ⅰ「情報の精査から構造化へ」Ⅱ「情報の構造化から言語化へ」Ⅲ「情報の
伝え合いから考えの形成へ」という「情報活用能力」を育成する三つの観点に焦点
を当てる。
２．「情報活用能力」について
2.1　学習指導要領に明示された「情報活用能力」
　平成29年３月に公示された学習指導要領においては，「教科等を越えた全ての学
習の基盤として育まれ活用される資質・能力」として，「言語能力」とともに「情
報活用能力」が重視されている。１）　また，新しい学習指導要領の基礎資料となっ
た，「2020年代に向けた教育の情報化に関する懇談会　最終まとめ」（平成28年７月
28日）には，次世代に求められる「情報活用能力」の育成について，次のように記
されている。（引用中の下線は論者が添えた。以下同様）２）
これからの社会を生きる子供たちに，情報を単に受け止めるだけでなく，整
理・分析し，まとめ・表現し，他者との協働で思考を深めたりして，物事を多
角的・多面的に吟味し見定め，主体的に新たな価値を生み出す力を育むととも
に，情報モラルを身に付け，情報社会に主体的に参画し創造していこうとする
態度を育んでいくことが期待される。
　「物事を多角的・多面的に吟味し見定め，主体的に新たな価値を生み出す力を育
む」と述べているように，情報活用能力の育成においては，情報を主体的に選択
し，自分なりに評価することにより，自分にとって意味のある知見とは何なのかを
自覚していくことが求められている。情報を受け止めることだけにとどまらず，情
報から得られた知見をより主体的に活用し，自らの考えを形成したり発信したりし
ていくことが重要なのである。
2.2　「情報活用能力」を育成する国語科学習指導
　田近洵一は，国語教育としての情報受容・活用教育について，次のように述べて
いる。３）
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情報資料をテクストとしてしっかり読み込むこと・聞くこと（情報受容）そし
て，受けとめた情報を自分の立場から価値づけして書くこと・話すこと（情報
活用）を抜きにして，国語学習として価値ある情報行為は成立しない。
　田近洵一は，「情報活用能力」を育成するためには，学習者が情報の受信者から
発信者となる学習過程の重要性を示している。国語科において，自分の課題解決に
必要な本や資料を探し，それらから必要な情報を取り出し，目的に応じて引用する
などして自分の考えをまとめたり発信したりする学習が必要とされているといえよ
う。その際，課題解決のために，まず多様な情報の中から必要な情報を収集・選択
し，それが自身の求める情報であるかどうか価値判断し，さらに知識として構成し
たものを吟味しながら，発信していくことが必要不可欠である。
　堀田龍也は国語科に期待される「情報活用能力」について次のように述べてい
る。４）
今後の国語教育は，情報活用能力の育成の観点からも，様々なメディアによっ
て表現された情報を理解したり，様々なメディアを用いて表現したりするため
に，信頼性・妥当性なども含め，情報を多角的に吟味して構造化する力や多様
なメディアの特徴や効果を理解して活用する力を育成することが求められる。
　堀田龍也は，国語教育において「情報を多角的に吟味して構造化する力や多様な
メディアの特徴や効果を理解して活用する力を育成すること」を重視している。
　例えば，記録や報告をまとめたり，それを発表したり，新聞やパンフレットなど
を編集したりするという学習においては，まず課題を明確にして情報を収集し，収
集した情報を多角的・多面的に価値判断をして，次に必要な情報を構造化して新た
な情報を創り出していくのである。
2.3　「情報活用能力」を育成するための三つの観点
　「情報活用能力」とは，情報の受信（読み，聞き，理解）と発信（書き，話し，
表現）の力である。課題解決のために必要な情報を検索・収集し，分類・整理して
価値判断する受信の力と価値判断した情報をもとに新たな情報を創造して発信する
力なのである。「情報活用能力」について，中央教育審議会「教育課程部会国語
ワーキンググループの審議の取りまとめ」には，次のように記されている。５）
　これからの子供たちには，創造的・論理的思考を高めるために「情報を多面
的・多角的に精査し構造化する力」がこれまで以上に必要とされるとともに，
自分の感情をコントロールすることにつながる「感情や想像を言葉にする力」
や，他者との協働につながる「言葉を通じて伝え合う力」など，三つの側面の
力がバランスよく育成されることが必要である。
　また，より深く，理解したり表現したりするためには，「情報を編集・操作
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する力」，「新しい情報を，既に持っている知識や経験，感情に統合し構造化す
る力」，「新しい問いや仮説を立てるなど，既に持っている考えの構造を転換す
る力」などの「考えを形成し深める力」を育成することが重要である。
 
　「情報を多面的・多角的に精査し構造化する力」「感情や想像を言葉にする力」
「言葉を通じて伝え合う力」「考えを形成し深める力」に注目したい。「情報活用能
力」の育成においては，言語活動を行う目的や意図を明確にし，学習者が自らの課
題を解決する学習過程が必要である。一人ひとりが課題を設定して情報を検索して
選択し，互いの知見や考えを伝え合いながら，既に持っている考えの構造を転換
し，考えを形成し深めるのである。情報を理解したり，表現したりするためにはこ
れらの力が結びついて働いていかなければならない。
　ここに示された「情報活用能力」を育むための７つの力を整理すると，次の三つ
の観点になる。
Ⅰ  情報の精査から構造化へ
目的に応じて様々な情報を実際に検索し，必要な情報を分類・吟味・選択しなが
ら関係づけていく。情報を集めて多面的・多角的に精査し構造化するのである。
Ⅱ  情報の構造化から言語化へ
正確に理解し解釈して分析・評価した複数の情報を関係づけ，構造化して自分の
考えをまとめて表現する。単なる情報の切り張りではなく，構造化した情報につ
いて編集・操作し，感情や想像を言葉にするのである。
Ⅲ  情報の伝え合いから考えの形成へ
自分が生み出した情報を伝え合い，既に持っている知識や経験，感情に統合し構
造化したり，新しい問いや仮説を立てたりすることを通して，考えを形成し深め
るのである。
３．「情報活用能力」の育成と「新聞活用」の関係

3.1　新聞を学習材として活用する価値
　小田迪夫は新聞を学習材として活用する価値について次のように述べている。６）
言語が伝える情報への興味関心が言語を学ぶ意欲の喚起につながるという心理
的原理による指導も必要である。（中略）学習目標の設定や学習への動機づけ，
情報への興味づけ方によって，学習者は，新聞言語の壁を自力で乗り越えてい
く。新聞情報への知的興味が情報を伝える言語の学習の推進力ともなるのであ
る。
　小田迪夫は，新聞情報への知的興味が学習意欲を高め，漢字や語句の抵抗を乗り
越えて，主体的な学びへとつながることを示している。一人一人が異なる情報を用
意し，読み取ったことや考えたことを伝え合う学習を積み重ねることにより，知的
興味を広げていくことができるだろう。社会・経済・政治・産業・国際・教育・文
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化・スポーツなど多岐にわたる内容の載っている紙の新聞の中から，読みたい記事
を探し読むことは，情報を主体的に収集する契機となり，情報を伝える言語の学習
につながるのである。
3.2　新しい学習指導要領における新聞の活用
　新しい学習指導要領において，「情報活用能力」は，より社会的実践力としての
「情報活用能力」として求められているため，総則編に新聞を学習材として活用す
ることが例示された。「小学校学習指導要領解説総則編」（平成29年６月）には，次
のように示されている。７）
各教科等の指導に当たっては，教師がこれらの情報手段のほか，各種の統計資
料や新聞，視聴覚教材や情報機器などの教材・教具の適切な活用を図ることも
重要である。各教科等における指導が，児童の主体的・対話的で深い学びへと
つながっていくようにするためには，必要な資料の選択が重要であり，とりわ
け信頼性が高い情報や整理されている情報，正確な読み取りが必要な情報など
を授業に活用していくことが必要であることから，今回の改訂において，各種
の統計資料と新聞を特に例示している。
　つまり，「信頼性が高い情報や整理されている情報，正確な読み取りが必要な情
報」として新聞が認められているのである。特に，「正確な読み取りが必要な情報」
とあるように，新聞は，同じ出来事を報道するにも各新聞社によって違いがある。
したがって，正確な読み取りをするためには，新聞を比較検討していくことが必要
になる。このことを通して，情報とは主観的・恣意的なものであることを学び，多
面的・多角的に精査し構造化する読みにつながるであろう。
４．「情報活用能力」の三つの観点を重視した年間指導計画
4.1　年間指導計画の必要性
　堀江祐爾は，年間テーマを掲げた国語科年間指導計画について，次のように述べ
ている。８）
　もちろん，「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」「言語事項」のど
れもきちんと指導するのであるが，子どもたちの実態や教師の思いをもとに，
いずれかの領域や学習活動に焦点を当てた「年間指導計画」を立てることも，
教師としての力量を高めていくという点からも，重要ではないだろうか。
　堀江祐爾は，学習者の実態に応じた学習活動に焦点を当てた年間指導計画を立て
ることの重要性を示している。「教師の思いをもとに」とあるように，指導者自身
が明確なねらいをもち年間指導計画を立てることは，見通しをもって指導するため
にも必要である。年間を通して，学びが総合的に深められるよう，単元相互の関連
を重視した年間指導計画を立てなければならない。
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表１「情報活用能力」の三つの観点を重視した新聞を活用する年間指導計画
月 単元名 学習目標 情報活用の育成を重視した学習活動
５ 新聞を読もう
Ⅰ 情報の精査から
 構造化へ
◦複数の新聞記事を
読み比べることの
意味や効果を知る。
◦見出しやリードか
ら要旨を捉えるこ
とができる。
◦新聞の一面の構成を確認する。
◦新聞読み，新聞の特徴（見出し，リード文など）
の意味について考える。
◦同じ出来事について書かれた新聞記事を読み比
べ，見出しや写真の違いが読者に与える印象に
ついて，考えをまとめる。
◦見出しや写真に着目して興味を持った記事を選
び，ノートに貼って，記事に対する感想◦意見
をまとめる。
◦ノートを交換して，読み合い，感想や質問を伝
え合う。
６ 学習に役立つ記事を
スクラップしよう
Ⅰ 情報の精査から
 構造化へ
◦新聞記事を読み学
習に役立つ記事と
関係した本を紹介
する。
◦学習に役立つ記事を切り抜く。
◦記事のおすすめポイントをまとめる。
◦記事に関係する本を選び，おすすめポイントを
書く。
７〜８
新聞をいっしょに読
もう
Ⅱ 情報の構造化か
 ら言語化へ
◦新聞を読み，記事
を選ぶ。
◦選んだ記事に対す
る意見を聞き，自
分の考えを書く。
◦興味を持った新聞記事を切り抜く。
◦記事を選んだ理由や思ったこと，考えたことを
ワークシートに記入する。
◦その記事について家族や友達と話し合った後の
自分の意見や提案を書く。
＊夏休みの自由課題として取り組み，「いっしょ
に読もう！新聞コンクール」《（社）日本新聞協
会主催》に応募する。
９〜
12
私の見つけたビック
ニュース
Ⅰ 情報の精査から
 構造化へ
◦自分の考えや意図
が伝わるように事
実と感想◦意見を
区別して話す。
◦話し手の意図を考
えながら聞き，自
分の意見をもつ。
◦新聞を読み，自分の伝えたい記事を選ぶ。
◦記事に対する感想◦意見をまとめ，スピーチ原
稿を書く。
◦１分間スピーチとして毎日一人ずつ発表する。
聞き手は，話し手の意図を考えながら聞き，自
分の意見を書く。
11 グラフや表を用いて
書こう
Ⅱ 情報の構造化か
 ら言語化へ
◦目的や意図に応じ
て収集した事柄を
を整理する。
◦図表やグラフなど
を用いて，自分の
考えを伝える。
◦新聞の中から自分の考えを裏づける統計資料を
探し，表やグラフから事実を読み取る。
◦資料を効果的に用いながら，考えを述べる文章
を書く。
◦書いた文章を読み合い，意見や感想を交流する。
12 時事川柳をつくろう
Ⅱ 情報の構造化か
 ら言語化へ
◦新聞を読み，今年
の話題をもとに川
柳を作る。
◦新聞記事をもとに，今年話題になったニュース
を振り返る。
◦ニュースの言葉をもとに，川柳をつくる。
◦川柳を交流する。校内に掲示する。
＊「今年の一句」《朝日小学生新聞主催》に応募
する。
１ 想像のスイッチを入
れよう
Ⅲ 情報の伝え合い
 から考えの形成へ
◦事例と意見の関係
をおさえて読み，
メディアとの関わ
りについて，考え
をまとめる。
◦事例と筆者の考えを読み取りながら，メディア
とのかかわりについて考える。
◦気になる新聞記事を選び，批判的に読み，意見
を書く。
◦書いた意見を伝え合い，考えを深める。
２ すいせんします
Ⅲ 情報の伝え合い
 から考えの形成へ
◦理由を明確にして
推薦したり，それ
を聞いたりする。
◦新聞記事の中から「推薦したい人」を見つける。
◦推薦理由を「はがき新聞」にまとめる。
◦「はがき新聞」をスピーチメモとして活用し，
新聞記事（人物の写真）( 新聞記事 ) を見せな
がら，推薦のスピーチをする。
◦推薦を聞きながら，「どのような人物か」「質問
したいこと」などを考える。
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4.2　「情報活用能力」の三つの観点を重視した新聞を活用する年間指導計画
　「新聞を活用すること」を軸として，さまざまな単元をつなぎ，「情報活用能力」
を育成する三つの観点Ⅰ 情報の精査から構造化へ Ⅱ 情報の構造化から言語化へ 
Ⅲ 情報の伝え合いから考えの形成へ をふまえて展開した小学校５年生の年間指導
計画を【表１】に示す。どの単元の言語活動にも上記の三つの観点が入っている
が，今回はそれぞれの単元ごとに特に重要視した観点を単元名の下に示した。
５．実践例
　以下，論者も加わりながら展開した大阪府の公立 A 小学校５年生２クラス（62
名）を対象におこなった授業実践を通して，「新聞を活用した言語活動」によって
年間を貫くことが，「情報活用能力」を育成することにつながるかどうかについて
確認していく。学習者は，新聞づくりは経験しているが，新聞を活用した授業を行
うのは，はじめてである。新聞に親しむことができるよう，新聞を複数紙（小学生
新聞を含む）用意し，朝の読書や休み時間などにも自由に読むことができるように
配慮した。指導者による新聞記事の紹介も適宜行った。
5.1　Ⅰ 情報の精査から構造化へを重視した単元「私の見つけたビックニュース」
単元「私の見つけたビックニュース」では，「情報活用能力」を育成するための三
つの観点のうちⅠ 情報の精査から構造化へ を重視した。５月の単元「新聞を読も
う」においては，情報を読み比べ精査することを学習し，興味をもった記事につい
て意見を伝え合う学習を行った。その学習活動を１分間スピーチとして，国語の時
間だけでなく，朝や終わりの時間も活用した帯単元にして４か月間実施した。
　【資料１】の学習者は収集した記事の中から「紙じゃありません　電池です」と
資料１　学習者が選んだ伝えたい記事　（記事中の傍線は学習者が引いたものである。）
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いう記事を選んだ。そして， 情報を精査し構造化する ためにワークシート【資料
１－２】を活用した。記事の内容をまとめるという学習において「『紙じゃありま
せん，電池です。』という記事が，2010年11月11日の朝日小学生新聞にのっていま
した。これが NEC が2013年ごろ実用化にめどをつけている『有機ラジカル電池』
です。厚さは0.7ミリほどですが，一度に大きな電流を放電できる特徴があります。」
【資料１－２】というように，情報を整理し，解釈し，記事の内容の中から有用な
言葉を引用しながら，表現している。情報を自分の力によって 精査し構造化して
 いる のである。
　さらに， 情報を精査し構造化する ために「友達やおうちの人に記事を読んでも
らい，意見を聞く。」という課題を設定した。「多面的・多角的に」ということを実
現するために，「お父さん」「友達」という他者の眼をくぐらせたのである。新聞記
事についての確認や補足をするための過程である。
　【資料１】の学習者は「お父さんに意見を聞いてみると，このような電池が増え
れば便利になるけど，それまで普通の電池を作っていた人の仕事がなくなるかもし
れないから心配だ。」という他者の意見を聞くことによって，この記事のもつ利便
性と問題点に気づくことになる。同級生の S さんは「やっぱり社会は変化と進化
をしているんだなと思った。」と意見を述べている。【資料１－２】
　そして，これらの意見を 精査して構造化し ，次のように表現した。「お父さん
は，このような電池が増えれば便利になるけど，それまで普通の電池を作っていた
人の仕事がなくなるかもしれないから心配だ，と言っていました。ぼくは，このよ
資料１－２　記事の内容をまとめるワークシート
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うな電池があれば，薄型のものが増えた
（ マ マ ）
り，もしかしたらペラペラの機械ができる
かもしれないと思いました。もともとの形がガラッと変わって，どんどん進化して
いくのが楽しみになりました。」【資料１－２】記事によっては，学習者の読みだけ
では理解が難しいこともあるため，保護者の意見を聞くことにより，記事に対する
読み取りが確かなものになり，Ⅰ 情報を精査し構造化する ことができたのである。
　この学習者は，【資料１】のワークシートを見せながら，【資料１－２】をまとめ
て，１分間スピーチを行った。スピーチの内容は，次のとおりである。
　「紙じゃありません，電池です。」という記事が，2010年11月11日の朝日小学
生新聞にのっていました。（記事を見せる）
　これが，NEC という会社が2013年ごろ実用化にめどをつけている「有機ラ
ジカル電池」です。厚さは，0.7ミリほどですが，一度に大きな電流を放電で
きる特徴があります。
　お父さんに意見を聞いてみると，「このような電池が増えれば便利になるけ
れど，それまで普通の電池を作っていた人の仕事がなくなるかもしれないから
心配だ。」といっていました。S さんに意見を聞いてみると，「やっぱり社会は
変化と進化をしているんだなと思った。」といっていました。
　ぼくは，このような電池があれば，薄型のものが増えたり，もしかしたらペ
ラペラの機械ができたりするかもしれないと思いました。もともとの形が，ガ
ラッと変わってどんどん進化していくのが楽しみになりました。
　このように，情報を正確に理解し多面的・多角的に 精査して構造化する ことに
より，自分の考えについて自信をもって表現することができたといえよう。
5.2　Ⅱ 情報の構造化から言語化へを重視した単元「時事川柳づくり」
　単元「時事川柳づくり」においては，「情報活用能力」を育成するための三つの
観点のうちⅡ 情報の構造化から言語化へ を重視した。単元「私の見つけたビック
ニュース」において高まった社会の出来事に対する興味・関心をもとに，一年間の
ニュースを振り返り，多面的・多角的に精査し 構造化して言語化する 学習である。
「時事川柳」では，五・七・五という短い言葉によって現実を切り取って表現しな
ければならない。過去の新聞も読み，印象に残ったニュースの言葉を構造化して交
流したのち，それらの言葉を使って川柳を考えた。そして，自分が作った川柳と川
柳に込めた思いを「はがき新聞」にまとめた。９）
　【資料２】の学習者は，「二刀流　大谷選手　神ってる」という自分が作った川柳
について「ピッチャーもバッターも両方できる選手で二〇一六年はそれを生かして
とても活やくしていました。野球をしている人はあこがれるし，野球をしていない
人も皆すごいと思える選手だと思いました。二〇一六年の流行語大賞は『神って
る』でした。大谷選手はまさにこの『神ってる』にぴったりの方だと思いました。」
と川柳に込めた思いを書いている。記事の内容を読み取り，情報を多面的・多角的
に精査し 構造化して言語化した ことがわかる。新聞を活用した様々な言語活動を
23
通して，社会の出来事に興味・関心が高まり，
幅広く情報をつかむことができるようになって
きたことがうかがえる。見出しの言葉として使
われていた「二刀流」や流行語大賞の「神って
る」を使うなど，言葉への関心も高まったとい
えるだろう。
　この川柳は「今年の一句」（朝日小学生新聞主
催）に選ばれ，朝日小学生新聞（平成28年12月
31日）の紙面に掲載された。学習者は時事川柳
づくりについて「一年間のニュースから伝えた
い事柄を絞るのは難しかった。ニュースの言葉
を交流したので，様々なニュースがあることが
わかった。二刀流について意味を調べ，大谷選
手のすごさを表現するための言葉を考えた。一
番言いたいことを言葉にする新聞の見出しを考
えるときと同じようにした。」と振り返ってい
る。このように，多面的・多角的に精査し 構造化して言語化した ことを自覚する
ことができているといえるだろう。
5.3　Ⅲ 情報の伝え合いから考えの形成へ を重視した単元「すいせんします」
　単元「すいせんします」では，「情報活用能力」を育成するための三つの観点の
うちⅢ 情報の伝え合いから考えの形成へ を重視した。単元「私の見つけたビック
ニュース」において学んだ記事について伝え合う学習を，人物に焦点を当てて行っ
たものである。つまり，情報を集めて多面的・多角的に精査し構造化し，感情や想
像を言葉にして伝え合い， 考えを形成する という学習になっている。
　【資料３】の学習者は「50歳のメダル　亡き子に誓う」という見出しの車いすマ
ラソン山本浩之選手の記事を選び，１分間スピーチを行った。記事の言葉に傍線を
つけ，情報を精査し構造化して考えたスピーチの内容は，次のとおりである。
　山本浩之さんは，20歳の時にバイクを運転中の事故で下半身が動かなくな
り，車いす生活になってしまいました。そこからリハビリが始まったそうで
す。どれくらい努力をしたのか書いていませんが，パラリンピックは，2008年
の北京に初出場し，金メダルと約５秒差の１時間23分22秒で６位に入賞したと
書いてあるので，きっと厳しいリハビリを頑張ったのだと思います。12年のロ
ンドンでは，他の選手と接触してタイヤが外れ，22位に終わりました。とても
悔しかったのだと思います。帰国すると外国トップ選手の動きを動画で分析し
てフォームを抜本的に改造して苦手な坂道にも強くなった選手です。調べてみ
ると，リオパラリンピックでは，12位という結果でした。これからもがんばっ
てほしいと思います。
資料２　時事川柳をまとめた
「はがき新聞」
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資料３　学習者が選んだ新聞記事
朝日新聞　2016年９月７日　朝刊
（記事の中の傍線は，推薦理由として使いたい
言葉に，学習者が引いたものである。）
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　学習者は，記事をテレビモニ
ター画面に映しながらスピーチ
をした。そのスピーチを聞いた
学習者は【資料４】のように
 考えを形成している 。
　S さんは「車いすマラソンに
ついて」に反応し「パラリン
ピックの他の競技についても知
りたくなりました。」とあるよ
うに，パラリンピックへの興
味・関心が高まったことがわか
る。Y さんは「22位になった時
点で，私ならあきらめてしまう
と思います。」と，自分と比較
しながら「山本さんは努力家だと思いました。」と意見を述べている。N さんのよ
うに「見出しの言葉に『亡き子に誓う』とあるのはなぜですか。」と見出しの言葉
が気になる学習者もいた。H さんは「写真から真剣に練習していることが伝わって
きた。山本さんはかっこいい。」と，写真の効果について気づいている。このよう
にスピーチを聞いて，それぞれが 考えを形成していることがうかがえる。
　発表者は，「亡き子に誓う」について触れなかったことに対して「この記事を書
いた記者は，息子さんを心の支えにしていることを強調したかったのだと思う。私
は，記事や写真から山本さんが努力をしていることが伝わってきたので，それを推
薦理由にした。」と述べている。自分と他者の考えを比較し，共通点や相違点を整
理して振り返り，発表者自身の 考えを形成している のである。
６．考察
　５年生（62名）に対して，３学期末に行った「学習の振り返り」の結果，学習者
が考えた「情報活用能力」を育成するための三つの観点を重視した新聞を活用する
言語活動により，身についた力は次の表の通りである。
学習者が考えた身についた力
「情報活用能力」を
育成する三つの観点
◦新聞を読んで，ニュースを探すこと。
◦新聞の中から，活躍している人を探す力。
◦新聞を読むと難しい記事もあったけど，わかりやすい
記事もあり，読み取りの力が身についた。
◦新聞に興味を持つことができた。普段も，新聞を見て
いろいろなニュースを探すことができている。
◦新聞を読んでいるうちに，5W1Hを読み取る力がついた。
◦自分が選んだ記事を読みながら，大事なところに線を
引き，記事内容をまとめる力。
Ⅰ 情報の精査から構造化へ
資料４　スピーチを聞いた学習者の意見
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◦記事を読みながら，意見を考えるようになった。
◦新聞の記事を読み，他の人に説明ができるように短く
まとめる力。
◦5W1H を読み取り，ニュースの内容をまとめる力。
◦父や母に意見を聞いて，それについて提案をかくのが
難しかったけれど，考える力が付いたと思う。
◦選んだニュースを事実と意見をわけて話す力。
◦記事の言葉も使って選んだ理由や意見を書く力。
◦記事の内容と自分を引き付けて考えたことを書く力。
Ⅱ 情報の構造化から言語化へ
◦新聞記事をまとめているときやわからないときにいろ
いろな人と話し合うこと。
◦相手の話を聞いていると一番伝えたいことがだんだん
と分かってきた。
◦家族やみんなの意見を聞いて，それをもとに記事を取
り上げまとめられたこと。
◦スピーチを聞いて，自分では気づかないことを発見で
きた。
◦新聞スピーチの内容を他の人と違う視点から聞くこと
を心がけた。
◦自分のことと比べて聞く力。
◦記事の内容と自分を引きつけて考えたことを書く力。
◦話し手の意図を考えながら聞き，自分の意見を書いた。
Ⅲ 情報の伝え合いから考えの
 形成へ
Ⅰ 情報の精査から構造化へ
　「5W1H を読み取る力」「自分が選んだ記事を読みながら，大事なところに線を引
き，記事内容をまとめる力」のように，情報を集め多面的・多角的に 精査して構
造化 する力 がついたと実感していることがわかる。このように，Ⅰ 情報の精査か
ら構造化へ を重視した学習により，学習者が情報を収集して分析・評価したり，
価値判断したりすることにより，情報を整理し，関係づける力が身につくのであ
る。
Ⅱ 情報の構造化から言語化へ
　「他の人に説明ができるように」「ニュースの内容をまとめる力」「記事の言葉も
使って選んだ理由や意見を書く力」というように，相手を意識しながら，情報を編
集し，自分の意見をまとめていることがわかる。これはⅡ 情報の構造化から言語
 化へ という観点を重視することによって，身についた力ということができるだろ
う。「記事の内容と自分を引き付けて考えたことを書く力」とあるように，単なる
情報の切り張りではなく，再構成へと結びつき，情報を編集・操作することができ
たといえる。
Ⅲ 情報の伝え合いから考えの形成へ
　「いろいろな人と話し合うこと」「相手の話を聞いていると」「家族やみんなの意
見を聞いて」「自分では気づかないことを発見できた」というふうに，情報を伝え
合い，考えを深めていることがわかる。そのうえ「他の人と違う視点から聞く」
「自分のことと比べて」「自分と引きつけて考えたこと」「話し手の意図を考えなが
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ら」とあるように，自分が表現した情報を他者の表現した情報と比較して，情報の
選び方や表現の仕方についてなど，自らの情報活用について振り返ることができ
た。これはⅢ 情報の伝え合いから考えの形成へ という言語活動の繰り返しによっ
て身についた力ということができるだろう。
　これらの考察の結果，「新聞を活用する言語活動」を年間指導計画の中に位置づ
け，しっかりと展開することにより，「情報活用能力」を育成するための三つの観
点Ⅰ 情報の精査から構造化へ Ⅱ 情報の構造化から言語化へ Ⅲ 情報の伝え合いから
考えの形成へ を満足することができ，それによって「情報活用能力」を身につけ
ることが明らかになった。
７．成果と課題
　今回は，Ⅰ 情報の精査から構造化へ Ⅱ 情報の構造化から言語化へ Ⅲ 情報の伝え
 合いから考えの形成へ という「情報活用能力」を育成する三つの観点を重視し，
新聞を活用した言語活動を年間通して繰り返し行った。これらの言語活動を通して
「情報を集めて多面的・多角的に精査し構造化する力」「構造化した情報についての
感情や想像を言葉にする力」「伝え合った情報を基に考えを形成し深める力」が身
につき，「情報活用能力」の育成につながることを確認できた。
　今後の課題としては，学習者の発達段階に応じた指導の重点化と具体化を図り，
「情報活用能力」を育てることを挙げることができる。より系統的な指導計画を立
て，様々なメディアを活用した「情報活用能力」の育成のための言語活動を開発し
ていきたい。
付記
　本研究は，兵庫教育大学言語表現学会の平成28年度「研究活動のための研究費助
成」による成果の一部である。
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